
＜題字＞岡部理事長

「
平
成
」
の
時
代
か
ら
「
令
和
」
の
時
代
へ
と
時
が
移
り
、
心

機
一
転
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
日
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
て
い
る

無
謀
運
転
。
天
候
不
順
に
よ
る
酷
暑
・
台
風
に
続
き
、
秋
雨
前

線
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
災
害
な
ど
、
人
災
・
天
災
・
政
治
災
害

と
、
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
私
は
本
年
五
月
十
四
日
開
催
の
、
徳
島
県
仏
教
会
総

会
で
、
代
表
理
事
・
理
事
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
つ
き
ま
し

て
は
、
今
任
期
中
に
左
記
事
項
の
筋
道
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

一
、
会
員
各
位
に
、
自
分
た
ち
が
「
平
和
記
念
塔
パ
ゴ
ダ
」
を

維
持
し
て
い
る
と
の
認
識
を
新
た
に
し
て
頂
く
。

　

そ
の
た
め
に
昨
年
よ
り
進
め
て
い
ま
す
「
単
位
仏
教
会
」
単

位
で
の
パ
ゴ
ダ
「
慰
霊
法
要
」
を
、
一
層
推
し
進
め
る
と
共
に

昨
年
開
催
し
た
建
立
六
十
周
年
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
な
行
事
も
継

続
し
、
多
く
の
人
が
パ
ゴ
ダ
に
足
を
運
び
、
関
心
を
持
っ
て
頂

く
取
り
組
み
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
「
平
和
記
念
塔
」
維
持
管
理
の
方
向
性
を
真
剣
に
議
論
す

る
。

　

現
在
、
県
仏
教
会
が

「
パ
ゴ
ダ
」
の
維
持
管
理

を
し
て
い
ま
す
が
、
当
会

だ
け
で
は
財
政
的
に
維
持

が
難
し
い
状
態
が
進
ん
で

い
ま
す
。
例
え
ば
、
拝
塔

料
と
雑
収
入
の
減
少
。
雑

収
入
は
、
パ
ゴ
ダ
前
に
設
置
し
て
い
た
有
料
双
眼
鏡
の
使

用
料
の
一
部
が
入
金
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
撤
去
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
奉
納
阿
波
踊
り
の
支
出
増
、
雨
漏
り
に
よ

る
床
タ
イ
ル
の
補
修
費
用
な
ど
。
雨
漏
り
を
止
め
な
く
て

は
、
本
体
の
鉄
筋
の
腐
敗
を
ま
ね
き
か
ね
な
い
状
態
に
あ

り
ま
す
。
パ
ゴ
ダ
全
体
の
塗
装
工
事
の
や
り
直
し
（
塗
装

を
全
て
除
去
し
て
か
ら
の
塗
装
）
の
見
積
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
一
一
〇
〇
万
円
ほ
ど
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

現
在
の
当
仏
教
会
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
財
源
は
あ
り
ま
せ

ん
。

三
、
「
平
和
記
念
塔
」
護
持
会
か
、
奉
賛
会
的
な
組
織
を

作
る
。

　

資
金
調
達
の
た
め
、
単
位
仏
教
会
は
勿
論
の
こ
と
、
企

業
・
団
体
・
個
人
に
賛
同
を
頂
き
、
財
源
の
確
保
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す

る
議
論
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

「
平
和
記
念
塔
検
討
委
員
会
」
（
当
仏
教
会
役
員
で
構

成
）
を
開
催
し
、
積
極
的
な
意
見
交
換
を
し
、
少
な
く
と

も
、
内
容
の
素
案
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
多
く
の
企
業

や
団
体
、
個
人
の
賛
同
を
頂
き
、
当
仏
教
会
も
そ
の
一
員

と
し
て
共
に
活
動
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

「
平
和
記
念
塔
パ
ゴ
ダ
」
の
取
り
組
み
が
中
心
に
な
り

ま
し
た
が
、
一
番
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
協
力
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 第１３号
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各
宗
派
の
紹
介

　

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
仰
ぎ
、
念
仏
を
申
す
人
々
の
集
う
同
朋
教
団
で
あ

り
、
本
山
は
龍
谷
山
本
願
寺
（
西
本
願
寺
）
、
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
（
南
無
阿

弥
陀
仏
）
で
す
。
平
成
二
十
年
に
制
定
さ
れ
た
「
浄
土
真
宗
の
教
章
」
に
お
い
て
、

教
義
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
よ
っ
て
信
心
を
め
ぐ
ま
れ
、
念
仏
を
申
す

人
生
を
歩
み
、
こ
の
世
の
縁
が
尽
き
る
と
き

浄
土
に
生
ま
れ
て
仏
と
な
り
、
迷
い
の
世
に

還
っ
て
人
々
を
教
化
す
る
と
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

親
鸞
聖
人
の
時
代
に
は
百
名
ほ
ど
の
門
弟

を
中
心
に
結
ば
れ
て
い
た
念
仏
集
団
で
し
た

が
、
聖
人
示
寂
後
、
大
谷
廟
堂
と
し
て
整
備

さ
れ
た
墓
堂
を
中
心
に
聖
人
の
子
孫
が
代
々

そ
れ
を
管
理
し
、
第
八
代
の
蓮
如
宗
主
の
時

代
に
は
近
畿
各
地
・
北
陸
地
域
に
教
線
を
拡

大
し
、
六
字
名
号
の
授
与
や
手
紙
風
の
御
文

章
に
よ
る
文
書
伝
道
に
よ
り
門
徒
は
増
え
、

社
会
的
に
も
大
き
な
勢
力
を
持
つ
大
教
団
へ

と
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

第
十
一
代
顕
如
宗
主
の
時
代
に
は
天
下
統

一
を
目
論
む
織
田
信
長
と
十
年
の
長
期
に
わ

た
る
合
戦
（
石
山
合
戦
）
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

和
睦
後
に
は
和
歌
山
県
鷺
森
に
移
転
し
ま
す
。
本
能
寺
で
信
長
が
倒
れ
、
豊

臣
秀
吉
が
政
権
を
執
る
と
、
秀
吉
と
友
好
関
係
を
築
き
、
秀
吉
の
都
市
計
画

に
従
い
、
最
終
的
に
京
都
の
現
在
地
に
寺
基
を
移
転
さ
せ
ま
し
た
。

　

一
五
九
二
年
顕
如
宗
主
没
後
、
三
男
准
如
宗
主
が
本
願
寺
を
継
職
す
る
と
、

秀
吉
没
後
に
顕
如
宗
主
の
長
男
教
如
宗
主
に
密
か
に
接
触
し
て
い
た
徳
川
家

康
が
本
願
寺
の
東
側
に
土
地
を
寄
進
し
、
本
願
寺
を
別
立
さ
せ
（
東
本
願
寺
）
、

こ
れ
以
後
本
願
寺
は
教
団
と
し
て
二
つ
に
分
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
本
願
寺
に
は
、
阿
弥
陀
堂
と
御
影
堂
と
い
う
大
き
な
お
堂
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
は
じ
め
と
す
る
境
内
地
が
古
都
京
都
の
文
化
財
と
し
て
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
の
大
き
な
う
ね
り
に
時
に
翻
弄
さ
れ
、
時

に
歴
史
を
動
か
す
原
動
力
と
も
な
り
な
が
ら
成
長
し
て
き
た
本
願
寺
は
、
現

在
、
全
国
で
一
万
を
超
え
る
寺
院
が
所
属
し
、
お
念
仏
を
よ
ろ
こ
ぶ
同
信
同

行
の
門
徒
の
道
場
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
参
考
文
献　

「
浄
土
真
宗
必
携　

み
教
え
と
歩
む
」
）

徳
島
県
の
本
願
寺
派

　

現
在
、
県
内
に
は
五
十
八
ヶ
寺
の
本
願
寺
派
寺
院
が
あ
り
ま
す
。
令
和
五

年
に
は
宗
祖
ご
誕
生
八
百
五
十
年
、
そ
の
翌
年
に
は
立
教
開
宗
八
百
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
す
。
「
自
他
と
も
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の

で
き
る
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、
そ
の
実
現

の
た
め
に
、
年
に
数
回
、
県
内
寺
院
対
象
の
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
門
信

徒
対
象
に
も
年
に
一
度
、
六
百
名
に
も
お
よ
ぶ
規
模
の
研
修
会
が
開
か
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
美
馬
町　

林
照
寺　

千
葉　

真
仁
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

御影堂と阿弥陀堂（お西さん（西本願寺）ＨＰより）

か
え



各
仏
教
会
だ
よ
り

パ
ゴ
ダ
行
事
予
定

○
徳
島
市
仏
教
会

　

四
月
六
日(
土)

定
期
総
会　
　

会
場　

善
学
寺　

花
ま
つ
り
準
備

　

四
月
七
日(

日)
花
ま
つ
り　

法
要
・
稚
児
練
供
養

　

八
月
十
六
日(

金)
灯
ろ
う
流
し　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場　

藍
場
浜
公
園
、
鈴
江
・
鶴
島
親
水
公
園

　

そ
の
他

　

掲
示
伝
道
・
教
化
運
動
・
税
務
研
究
会
・
人
権
問
題
研
究
会
・
教
誨
師
援
助

　

海
部
郡
上
灘
仏
教
会
で
は
、
去
る
七

月
二
十
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り
平
和

記
念
塔
パ
ゴ
ダ
に
於
い
て
、
上
灘
仏
教

会
今
川
泰
伸
会
長
他
、
数
名
の
会
員
に

よ
り
戦
没
英
霊
慰
霊
の
御
法
楽
が
捧
げ

ら
れ
ま
し
た
。
お
香
の
薫
り
が
満
る
中
、

約
四
十
分
に
わ
た
る
読
経
の
声
は
パ
ゴ

ダ
堂
内
に
響
き
渡
り
、
眉
山
山
頂
を
訪

れ
て
い
た
方
々
も
静
か
に
耳
を
傾
け
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

○
海
部
郡
上
灘
仏
教
会

○
阿
南
市
仏
教
会

○
小
松
島
市
仏
教
会

新町川での徳島市仏教会灯ろう流し

六
月
六
日
（
木
）
、
パ
ゴ
ダ
に
て
戦
没
英
霊
慰
霊
法
要
を
行
い
ま
し
た
。

六
月
五
日
（
水
）
、
岡
部
理
事
長
を
お
招
き
し
て
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

十
二
月
に
は
パ
ゴ
ダ
で
の
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

冒
頭
の
岡
部
理
事
長

挨
拶
に
も
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
パ
ゴ
ダ
に
お
き

ま
し
て
、
各
単
位
仏
教

会
に
よ
り
ま
す
法
会
・

事
業
を
上
記
の
通
り
実

施
・
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
空
欄
は

未
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

月日 仏教会名 時間

6/6 木

7/20 土

8/15 木

9/26 木

10/

11/

12/14 土

1/

2/

3/21 土

阿南市仏教会

三好仏教会

徳島市仏教会

美馬東部仏教会

海部郡上灘仏教会

慰霊法要
奉納阿波踊り

戦没英霊過去帳
慰霊法要

戦没英霊慰霊法要

中止

小松島市仏教会

令和２年

14:00

14:00

14:00

13:30

（３）令和元年９月１日 県仏だより 第１３号



（４）令和元年９月１日 県仏だより 第１３号

県
仏
教
会
の
慶
弔
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
該
当
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
用
紙
は
県
仏
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。h

t
t
p
:
/
/
t
o
k
u
k
e
n
b
u
t
s
u
.
c
o
m

慶
事　

一　

御
住
職
の
結
婚
（
住
職
に
限
る
）
二　

本
堂
の
新
築
及
び
改
築

弔
事　

一　

御
住
職
の
遷
化
（
住
職
に
限
る
）

事務局
だより

令
和
元
年
度
通
常
総
会
開
催

　

令
和
元
年
度
通
常
総
会
が
五
月

十
四
日
、
徳
島
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岡
部
理

事
長
挨
拶
の
後
、
議
長
に
阿
南
市

仏
教
会
山
崎
実
英
師
（
阿
南
市
宝

満
寺
住
職
）
を
選
任
し
、
平
成
三

十
年
度
事
業
報
告
・
決
算
が
承
認

さ
れ
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
・

予
算
案
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
　

 

　

ま
た
役
員
任
期
満
了
に
伴
い
、
岡
部
理
事
長
が
再
任
さ
れ
、
左
記
の

役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
元
年
四
月
一
日
か
ら
二
年
間
。

　

な
お
、
総
会
資
料
は
当
「
県
仏
だ
よ
り
」
に
同
封
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

新
役
員

理
事
長
　
　

岡
部
義
典
（
南
部
・
再
任
）
高
野
山
真
言
宗
宝
蔵
院

副
理
事
長
　

近
藤
龍
彦
（
中
央
・
再
任
）
高
野
山
真
言
宗
東
林
院

副
理
事
長
　

奥
村
顕
調
（
西
部
・
新
任
）
法
華
宗
本
覚
寺

理
事
　
　
　

上
田
善
弓
（
中
央
・
新
任
）
高
野
山
真
言
宗
清
水
寺

理
事
　
　

今
川
泰
伸
（
南
部
・
再
任
）
高
野
山
真
言
宗
薬
王
寺

理
事
　
　

福
島
聴
空
（
南
部
・
再
任
）
高
野
山
真
言
宗
現
福
寺

理
事
　
　

木
藤
裕
全
（
西
部
・
新
任
）
真
言
宗
御
室
派
瑠
璃
光
寺

監
事
　
　

撫
養
正
文
（
中
央
・
再
任
）
高
野
山
真
言
宗
長
満
寺

監
事
　
　

小
川
清
山
（
西
部
・
新
任
）
臨
済
宗
妙
心
寺
派
玉
林
寺

顧
問
　
　

山
口
憲
志
（
中
央
・
再
任
）
真
言
宗
御
室
派
光
仙
寺

新
各
委
員
長

人
権
問
題
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　

岡
部
義
典
（
南
部
・
再
任
）
高
野
山
真
言
宗
宝
蔵
院

時
局
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　

今
川
泰
伸
（
南
部
・
新
任
）
高
野
山
真
言
宗
薬
王
寺

広
報
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　

谷
　

亮
弘
（
南
部
・
再
任
）
真
言
宗
大
覚
寺
派
堀
越
寺

平
和
の
塔
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　

新
居
弘
悠
（
中
央
・
再
任
）
真
言
宗
大
覚
寺
派
地
福
寺

社
会
問
題
委
員
会
・
青
少
年
健
全
育
成
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　

石
本
憲
正
（
中
央
・
新
任
）
真
言
宗
大
覚
寺
派
薬
師
寺

財
務
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　

上
田
善
弓
（
中
央
・
新
任
）
高
野
山
真
言
宗
清
水
寺

奉
納
阿
波
踊
り
は
中
止

　

毎
年
恒
例
、
八
月
十
五
日
眉
山
パ
ゴ

ダ
で
の
戦
没
者
慰
霊
奉
納
阿
波
踊
り
は
、

台
風
十
号
接
近
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま

し
た
。


